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石

井

公

成

金
沢
文
庫
保
管
の
称
名
寺
依
託
本
、
三
蔵
仏
陀
撰

『
華
厳
経
両
巻
旨

帰
』
に
つ
い
て
は
、
高
峯
了
州
氏
が
五
〇
年
以
上
前
に
簡
単
な
報
告
を

さ
れ
て
お
り
、
教
理
の
素
朴
さ
か
ら
見
て
お
そ
ら
く

『
十
地
経
論
』
に

対
す
る
研
究
が
盛
ん
に
な
る
前
の
書
物
で
あ

っ
て
、
初
期
地
論
宗
の
華

(
1

)

厳
経
観
を
伝
え
る
貴
重
な
も
の
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
書

は
闍
那
堀
多
が
五
八
七
年
に
訳
し
た
仏
名
経
典
、
『
十
二
仏
名

神
呪
校

量
功
徳
除
障
滅
罪
経
』
の
冒
頭
に
見
え
る
二
仏
の
長
大
な
名
前
を
分
解

し
て

『華
厳
経
』
の
諸
品
に
配
当
し
、
仏
名
の
説
明
を
通
じ
て

『華
厳

経
』
の
意
義
を
説
く
形
式
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
晴
末
な
い
し
唐
の
初

期
に
お
い
て
仏
名
信
仰
の
流
行
と
い
う
状
況
の
中
で
成
立
し
た
文
献
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
本
書
に
は
地
論
宗
南
道
派
の
祖
と
さ

れ
る
光
統
律
師
慧
光
の
系
統
の
古
い
教
理
を
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る

部
分
も
見
え
て
お
り
、
形
式

・
内
容
と
も
異
色
な
も
の
と
言
わ
ね
ば
な

(
2
)

ら
な
い
。

こ
の

『華
厳
経
両
巻
旨
帰
』
の
教
判
の
特
色
と
し
て
は
、
O

『榜
伽

経
』
の
宗
通

・
説
通
説
に
基
づ
い
て
華
厳

の
法
門

を

「通
宗
」
と
称

し

『
華
厳
経
』
を
特
に
―尊
重
し
て
い
る
こ
と
、
⇔
華
厳
の
法
門
を
頓
教

と
位
置
づ
け

「
円
宗
」
と
も
称
し
て

い
る

こ

と
、
⇔
漸
教

た
る

「通

教
」
に
す
ぎ
ぬ

『
法
華
経
』
や

『
浬
藥
経
』

に
お

い
て
修
行
す

る
者

は
、
た
と
え
三
阿
僧
砥
劫

の
修
行
が
満
ち
て
も
廻
心
し
て
通
宗
で
あ
る

頓
教
大
乗
に
入
れ
ば

一
番
下
の
位
で
あ
る
信
位

に
す
ぎ
ず
、
転
入
し
な

い
場
合
は

一
閲
提
で
あ
る
と
ま
で
断
言
し
て

い
る
こ
と
が

挙
げ

ら

れ

る
。
他
の
大
乗
法
門
か
ら
華
厳
法
門

へ
の
転

入
と

い
う
問
題

は
、
中

国

・
朝
鮮

・
日
本
の
華
厳
宗
に
お
い
て
激
し
い
論
争
を
招
い
た
問
題
で

あ
る
た
め
、
『華
厳
経
両
巻
旨
帰
』

は
華
厳
宗

に
先
行
す
る

『華
厳
経
』

至
上
主
義
の
先
駆
の

一
つ
と
み
な
す
こ
と
が

で
き
よ
う
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
通
宗

・
円
宗
を
最
上
と
す
る

『
華
厳
経

両
巻
旨
帰
』
の
教
判
は
、
天
台
の
著
作
が
地
論
師

の
主
張
で
あ
る
と
し

て
紹
介
し
批
判
し
て
い
る
諸
教
判
と
共
通
す

る
部
分
が
あ
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
智
〓
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

六
者
、
仏
駄
三
蔵
学
士
光
統
所
弁
、
四
宗
判
教
。

一
因
縁
宗
。
指
毘
曇
六
因

四
縁
。
二
仮
名
宗
。
指
成
論
三
仮
。
三
証
相
宗
。
指
大
品
三
論
。
四
常
宗
。
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五
四

指
浬
盤
華
厳
等
。
常

住
仏
性
本
有
湛
然
也
。
七
者
、
有
師
開
五
宗
教
。
四
義

不
異
前
。
更
指
華
厳
為
法
界
宗
。
即
護
身
自
軌
大
乗
所
用
也
。
八
者
、
有
人

称

光
統
云
、
四
宗
有
所
不
収
、
更
開
六
宗
。
指
法
華
万
善

同
帰
、
諸
仏
法
久

後
、

要
当
説
真
実

、
名
為
真
宗
。
大
集
染
浄
倶
融
、

法

界

円

普
、

名

為
円

宗
。
余

四
宗

如
前
。
即
是
脅
闍
凛
師
所
用
。

(智

〓

『
法
華
玄
義

』

巻

第

十

上
、

大
正
三
三
、
八
〇

一
中
)

法
界
不

独
華

厳
、

円
宗

不
偏
指
大
集
。

(同
、

巻
第
十

上
、

八
〇

六
上
)

地
人
呼
華
厳
為

円
宗
、

法
華

為
不
真
宗
。

(智
〓

『
法
華
文
句
』

巻
第
九

上
、

大
正

三
四
、

一
二
五
下
)

真
宗
為
通
宗
者
、

宗

即
通
真

不
真
。

…
…
答

日
。

榜
伽
経

云
、

説

通
教
童

蒙
、
宗
通
教
菩
薩
。
故
以
真
宗
為
通
宗
也
。

(智
〓

『
四
教
義
』
巻

第

一
、

大
正
四

六
、

七
二
四
下
)

通

宗

た

る

こ
と

を
誇

る

こ
う

し

た

教

判

に

つ

い
て

は
、

仏

陀

三

蔵

を

マ
マ

(
3
)

師
と
し
た
と
い
う
法
標

の
主
張
中
に
見
ら
れ
る
ほ
か
、
敦
煌

の
地
論
宗

文
献
に
数
多
く
見
ら
れ
る
。
地
論
宗
の
教
学
と
言
う
と
、
浄
影
寺
慧
遠

の

『大
乗
義
章
』
『起
信
論
疏
』
『
十
地
論
義
記
』
な
ど
の
著
作
を
思
い

浮
か
べ
が

ち
だ
が
、
慧
遠
は
大
乗
経
典
に
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
を
嫌

っ

て
諸
経
を
等
し
く
尊
重
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
地
論
宗
の
他
の
系

統
で
は
経
典
の
優
劣
を
論
じ
る
種
々
の
教
判
が
主
張
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
中
で
も

『
大
集
経
』
尊
重
派
は
か
な
り
有
力
だ

っ
た
よ
う
に

(
5
)

思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
古
泉
円
順
氏
に
よ
れ
ば
五
五
〇
年
ま
で
に
書

写
さ
れ
た
と
さ
れ
る
S
六
三
八
八
、
そ
し
て
五
五
二
年
以
後
、
そ
れ
も

五
五
二
年
か
ら
数
年
後
程
度
に
書
写
さ
れ

た

と
さ

れ

る
S
六

一
三
V

は
、
と
も
に
自
ら
の
立
場
を
通
宗
、
円
宗
、
円
教
な

ど
と
称
し
、
『
大

(
5
)

集
経
』
を
尊
重
す
る
地
論
宗
文
献
で
あ
る
。
『
勝
婁
経
』
の
注
釈

で
あ

る
S
六
三
八
八
は
、
『
勝
登
経
』

こ
そ
が

「
円
中
の
円
」、
す
な
わ
ち
円

教
中
の
円
教
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
も

の
の
、
そ

の
理

由

は

『
勝
翼

経
』
は

「
大
集
の
流
な
る
が
故
に
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
た
め
、
根
本

に
あ
る
の
は

『大
集
経
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際
、
S
六
三
八
八

は
、
『大
集
経
』
は

「自
体
因
果
」
を
宗
と
し
て
い
る
と

し
て
諸
経
中

で
最
も
高
く
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の

「
自
体
因
果
」
と
は
、
慧
光
以

来

の
地
論
宗
の
伝
統
的
な
概
念
で
あ

っ
て
華
厳
宗
に
な

っ
て
も
智
巌
の

初
期
の
著
作
の
中
で
用
い
ら
れ
て

い
る
も

の

だ
が
、
本
来
は

『華
厳

経
』
の
性
起
品
や
入
法
界
品
に
お
け
る
不
増
不
減
の
因
果
の
あ
り
方
を

示
す
概
念
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
『
大
集
経
』
が
重
視
さ
れ
る

よ
う

に

な
る
に
つ
れ
て
、
『
大
集
経
』
こ
そ
が
真
の
自
体
因
果
を
明
か
す

も

の

と
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

の
だ

ろ

う
。
S
六
三
八
八
は
、

一
方
で
は

「然
る
に
宗
は
各
の
三
を
備
う
。
三
者
を
別
た
ん
と
欲

し
、
互
い
に

一

宗
を
挙
ぐ
る
の
み
」
と

述
べ
、
『
浬
藥
経
』
『
華
厳
経
』
『
大
集
経
』
は

す
べ
て
円
宗
で
あ
り
、
こ
の
三
経

は
そ

れ
ぞ

れ

自
類
因
果

・
自
種
因

果

・
自
体
因
果
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
ど
の
面
が
強
い

か
と
い
う
こ
と
で

『浬
葉
経
』
に
自
類

因
果

を
、
『華
厳
経
』
に
自
種

因
果
を
、
そ
し
て

『大
集
経
』
に
自
体
因
果
を
配
当
し
た
に
す
ぎ
な
い

と
も
説
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
自
体
因
果
と

い
う
概
念
と

『華
厳
経
』
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五
五

と
の
結
び

つ
き
が
伝
統
的
に
強
か

っ
た
と
い
う
事
情
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

『涅
槃
経
』
と

『
華
厳
経
』
と

『大
集
経
』
を
円
宗
と
す
る
こ
と
は
、

同
じ
学
系
に
属
す
る
S
六

一
三
V
も
同
様
で
あ
り
、
古
泉
氏
が
こ
の
二

書

に
見
ら
れ
る
主
張
は
天
台
が
批
判
し
た
地
論
師
の
主
張
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き

い
。
縁
集
説
お
よ
び
行
位
説
の
展

開
と
い
う
観
点
か
ら
天
台
教
学
と
地
論
宗
の
教
理
と
の
比
較
検
討
を
進

め
て
い
る
青
木
隆
氏
は
、
智
〓
が
紹
介
し
批
判
し
て
い
る
地
論
師
の
教

理
は
浄

影
寺
慧
遠
の
教
理
と

一
致
し
な
い
こ
と
が
多

い
こ
と
な

ど

か

ら
、
智

〓
に
影
響
を
与
え
た
の
は
法
上
か
ら
慧
遠

へ
と
至
る
系
統
の
地

論
教
学
で
は
な
く
、
道
愚
か
ら
霊
裕
に
至
る
系
統
の
縁
集
説
で
は
な
い

(
6
)

か
と
推
測
さ
れ
た
が
、

こ
の
S
六

二
二
V
が
道
愚
の
名
を
挙
げ
て

一
乗

に
関
す

る
道
愚

の
説
を
引
用
し
自
ら
の
立
場
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
青

木
氏
の
推
測
を
裏
付
け
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

次
に
敦
煌
の
地
論
宗
文
献

の
行
位
説
と
天
台
教
義
と

の
関
係
を
見
て

お
く
。

S
三
四
四

一
で
は
、

三
乗
別
教

声
聞
乗

縁
覚
乗

(辟
支
仏
乗
)

菩
薩
乗

通
教

一
乗

十
信
菩
薩

習
種
性
有
十
住
菩
薩

性
種
性
有
十
行
菩
薩

道
種
性
有
十
廻
向
菩
薩

聖
種
性
有
十
地
菩
薩

十

一
等
覚
地

十
二
妙
覚
地

通
宗
大
乗

一
閲
提
位

十
信
心
人

習
種
性
位
十
住
菩
薩

性
種
性
位
十
行
菩
薩

道
種
性
位
十
廻
向
菩
薩

聖
種
性
位
十
地
菩
薩

等
覚
性
位
無
垢
地

妙
覚
性
位
仏

と
い
う
行
位
説
を
と

っ
て
お
り
、
『華
厳
経
両
巻
旨
帰
』
と
同

様
、
通

宗
を
信
じ
な
い
一
閲
提

の
存
在
に
言
及
し
つ
つ
通
教
か
ら
通
宗

へ
の
転

入
を
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
地
に
つ
い
て
は
、

第
三
列
通
教
一
乗
菩
薩
位
地
。
…
…
初
歓
喜
地
。
…
…
永
断
見
地
、
…
…
。
二

離
垢
地
。
…
…
断
欲
愛
住
地
。
三
明
地
。
…
…
断
色
住
地
。
第
四
列
通
宗
大

剰
入
道
次
第
。
…
…
三
明
地
。
…
…
自
前
三
地
、
名
須
陀
濱
。
信
忍
上
品
。

四
炎
地
。
…
…
三
地
順
忍
、
名
斯
陀
含
。
順
忍
下
品
。
…
…
六
現
前
地
。
…
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五
六

…
自
前

六
地

是

第
二
依
法
師
。

七
遠
行

地
。
…
…
第

三
依
法
師
。
…
…
第

六
等
覚
性
位
無
垢

地
。

…
…
此
及
法
雲
是
第
四
依
法
師
。

(『
三
界
図
』
、
S

三
四
四

一
、
敦
煌

宝
蔵

二
八
、
四

七
〇
上
-
四
七
三
上
)

と

説

い

て

い

る
が

、

こ
れ

は

ま
さ

に

『
四
教

義

』

が

、

地
論
師
適
教
判
位
云
、
初
地
断
見
、
二
地
断
欲
愛

、
三
地
断
色
愛

。
地
論
師

翼

判
位
、
有
用
三
地
断
見
、
名
須
陀
潭
。
従
四
地
至
六
地
、
名
斯
陀

含
。

第
二
依
法
師
。
七
地
名
阿
那
含
。
第
三
依
法
師
。
十
地
等
覚
名
阿
羅
漢
。
是

第
四
依
法
師
。
(智
〓

『四
教
義
』
巻
十
、
大
正
四
六
、
七
五
九
中
)

と
述
べ
て
い
る
地
論
師
の
説
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
で
あ
る
。

S
三
四
四

一
、
S
二
七
三
四
、
P
二
八
三
二
B
な
ど
は
、
「
三
界
図
」

な
い
し

「
法
界
図
」
と
称
す
る
同
類
の
文
献
で
あ
り
、
P
二
八
三
二
B

の
場
合

は
末
尾
に
簡
単
な
図
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

の
教
判

に
基
づ

い
て
こ
の
世
界

の
構
造
、
あ
る
い
は
地
獄
や

一
閲
提
か

ら
等
覚

・
妙
覚
に
至
る
ま
で
の
行
位
を
整
理
し
て
簡
単
に
説
明
し
た
も

の
で
あ
り
、
敦
煌
文
献
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る

「大
乗
義
章
」
風
の
綱

要
書
か
ら
世
界
観
や
行
位
説
の
部
分
だ
け
を
抜
き
出
し
、
増
補
し
て
単

行
さ
せ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う

し
た
敦
煌
出
土
の

「
三
界
図
」
の
特
徴
と
し
て
は
、
青
木
氏
が
地
論
南
道
派

の
教
義
と
推

測
さ
れ
た
縁
集
説
を
説
い
て
い
る
こ
と
、
『理
略
経
』

を
用

い
て

四
十

二
位
説
を

取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
、
別
教

・
通
教

・
通
宗
と
い
う
三
教

判
を
用
い
、
通
宗
の
最
初
の
部
分
で
は
通
宗
を
信
じ
な
い

一
閲
提
と
い

う
位
を
も
う
け
て
い
る
こ
と
、
天
台
の
行
位
説
と
は
異
な
る
も
の
の
別

教
か
ら
通
教

へ
の
転
入
と
通
教
か
ら
通
宗

へ
の
転
入
の
問
題
を
論
じ
、

ま
た
五
品
弟
子
と
い
う
位
を
設
け
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
文
献

の
存
在
は
、
智
〓
は
地
論
師

の
行
位
説
を
批
判
的
に
取

り
込
み
つ
つ
独
自
の
体
系
を
形
成
し
た
と
す
る
青
木
氏
の
推
測
の
正
し

さ
を
証
拠
づ
け
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
特
に
、
S
三
四
四

一
の
、

マ

マ

世
諦
…

…
第

一
義
諦

…
…

中
道

一
実
諦

…
…

三
諦
平
等
…
…
。

自
体
修
有

中
、
若
約
位
判
、
習
種
顕
有
為
縁
集
行
。
性
種
顕
元
為
縁
集
行
。
道
種

顕
自

体
縁
集
行
。

初
地

已
上
、

顕
法
界
縁
集
行
。

全
此
等
覚
、

顕
法
界

元
障
尋

行
。
…

…
仏
有

三
種
身
。

一
者
、

法
身
仏
。

已
法
性
為
躰
、

自
体
縁

集
為

身
。
二
者
報
身
仏
。

一
切
種
妙
智
為
体
、

元
為
縁
集
為
身
。

三

者
、

応
身

仏
。
以
大
悲
為
体
、

三
十

二
相

八
十
種
好
有
為
縁
集
為
身
。
此

三
種

円
融
不

二
、
即
是
法
界
縁
集
身
也
。

(
『
三
界
図
』
、

S
三
四
四

一
、
敦
煌

宝
蔵
二
八
、

四
七
三
下
)

(7
)

と

い
う
、一
節
な
ど
は
注
目
に
値
す
る
。

「
三
界
図
」
の
類
で
あ
れ
、
あ
る
い
は
S
六

二
ご
V
の
よ
う

な

『
大

乗
義
章
』

の
類
に
属
す
る
も
の
で
あ
れ
、
こ
う
し
た
便
利
な
文
献
は
学

僧
の
手
控
え
と
し
て
、
あ
る
い
は
初
学
者
の
た
め
の
教
科
書
と
し
て
、

学
派
の
枠
を
越
え
て
広
く
読
ま
れ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ

の
よ
う

に
広
く
流
布
し
た
か
ら
こ
そ
、
地
論
宗
南
道
派
の
教
判
に
納
得
で
き
な

い
者
た
ち
は
、
強
い
反
発
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
し
か
し
、
華
厳
宗
の
智
撮
を
初
め
と
す
る
反
発
者
た
ち
は
、

批
判
し
つ
つ
も
基
礎
教
学
と
し
て
か
な
り
の
部
分
を
地
論
宗
文
献
か
ら
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敦
煌
出
土
の
地
論
宗
諸
文
献

(石

井
)

五
七

取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
敦
煌
出
土
の
地
論
宗
南
道
派

の
文
献
、
特
に
浄
影
寺
慧
遠
の
系
統
と
は
異
な
る
系
統
の
文
献
を
研
究

す
る
こ
と
は
、
地
論
教
学
そ
の
も
の
を
研
究
す
る
う
え
で
必
要
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
六
朝
末
か
ら
晴
唐
に
か
け
て
の
仏
教
学
全
体
を
明
ら

か
に
す

る
た
め
に
も
き
わ
め
て
重
要
な
作
業
と
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。1

高
峯
了
州

「
金
沢
文
庫
華
厳
逸
書

に

つ
い
て
ー

報
告

(二
)
」
、

『
龍

谷
学
報
』
第

三
〇
六
号
、

一
九

三
八
年
。
同

「
華
厳
経
両
巻
旨
帰

に

つ
い

て
」
、

『
仏
教

学
研
究
』

第

三
巻
第

一
号
、

一
九
三
九
年
三
月
。

と

も

に

『
華
厳
論
集
』

(
一
九
七
六
年
)

に
再
録
。

2

石
井

「
三
蔵
仏
陀

撰

『華

厳
経
両
巻
旨
帰
』
の
研
究

[資
料
篇
]
」
(「
華

厳

学
研
究
」

第
四
号
、

一
九

九
四
年
)
、

同

「
三
蔵

仏
陀
撰

『華

厳
経
両

巻
旨
帰
』

の
研
究

[
研
究
篇
U
」
(「
華
厳
学
研
究
」
第
五
号
、

一
九
九
四
年

刊
行

予
定

)
参
照
。

3

新
羅
見
-登

の

『
一
乗
成
仏
妙
義
』

所
引
、
大
正

四
五
、

七
八
五
下
。

4

敦
煌

の
地
論
宗
文
献

の
う

ち
、
『
大
乗

五
門
十
地
実

相
論
』

(
北
八
三
七

七

[露
三

四
]
、
北
八
三
七

八

[騰

六
]
な
ど

は

『
大
集
経
』

こ
そ
十
地

の
実
相
を
明

か
す
も

の
と
見

て
い
る
。
石
井

「
新
羅
華
厳
教

学
の
基

礎
的

研
究

(
一
)
―

『
一
乗
法
界
図
』

の
成
立
事
情
1

」

(
「青

丘
学

術
論

集
」
第
五
巻
、

一
九
九
四
年

三
月
刊
行
予
定
)
参
照
。

5

古
泉
円
順

「
敦
煌
出
土
仏
典
注
釈
書

の

『
円
宗
』
」

(
「
I
B
U
四
天

王

寺

国
際
仏

教
大
学
文
学
部
紀
要
」
第
十
五
号
、

一
九

八
三
年

三
月
)
。

古

泉

氏
は
、

ス
タ
イ

ン
文
書

の
う
ち

で
こ
れ
ま

で
目

に
ふ
れ

た
範
囲

で
は
、

「
円
宗
」
あ

る
い
は

「
円
教
」

と

い
う
語
が
見
ら
れ
る

の
は

S

六

三

八
八

と

S
六

二
二
V
の
み
と
述

べ
て
お
ら
れ
る
が
、

ス
タ
イ

ン
文
書

で
は
こ
の

他
、

S
三

四
四

一
や

S
二
七

三
四
な
ど
に
も
見

え
て
お
り
、

ペ
リ

オ
文
書

で
あ
れ
ば
、

P
二
八
三
二

B
な
ど
に
も
見

え
て
い
る
。

6

青
木
隆

「天
台
行
位
説
形
成
の
問
題
―

五
十
二
位
説
を
め
ぐ
っ
て
」

(
「早
稲

田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
別
冊

(哲
学

・
史
学
篇
)
」

第

十

二
集
、

一
九
八
六
年

一
月
)
、

同

「
中
国
地
論
宗

に
お
け
る
縁
集
説

の

展
開
」

(「
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
ア
」
第
七
十
五
号
、

一
九
八
八
年
三
月
)
、

同

「
天
台
行
位
説

の
形
成

に
関
す

る
考
察
」

(三
崎
良
周
編

『
日
本

.
中
国

仏
教
思
想
と
そ

の
展
開
』
、

一
九
九

二
年
)
。

7

S
三
四
四

一
に
つ
い
て
は
、
末
尾

に
付
さ
れ

た
、
三
種
般
若

を
題

材
と

し
た
応
答
詩

(敦
煌

宝
蔵
で
は

「
揚
州
號
禅
師
遊
山
偶
石
室

見

一
女

独
枕

一
床

贈
詩

一
首
」
)
の
問
題
も
含
め
て
、
別

に
論
ず
る
予
定
で
あ

る
。

〈
キ
ー

ワ
ー
ド
〉
『
華
厳
経
両
巻
旨

帰
』
、
『
大
集

経
』
、

通
宗
、
円
宗
、

三
界

図

(早
稲

田
大
学
非
常
勤
講
師
)

603


